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木
村
　
祐
一
 
議
員
 

尾
方
　
洋
直
 
議
員
 

来
海
　
恵
子
 
議
員
 

青
木
　
照
美
 
議
員
 

水
質
保
全
と
営
農
へ
の
取
り
組
み
 

「
合
志
で
愛
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
 

防
犯
対
策
に
つ
い
て
 

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
 

用
地
取
得
の
処
理
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
の
対
応
に
つ
い
て
 

図
書
館
で
は
な
ぜ
勉
強
で
き
な
い
 

の
か
 

青
木
　
電
鉄
路
線
バ
ス
が
北
部
地
区
を
中

心
に
廃
止
と
な
っ
た
。
そ
の
経
過
に
つ
い

て
。
 

総
務
企
画
部
長
　
電
鉄
バ
ス
の
経
営
上
の

問
題
で
あ
り
ま
す
。
経
営
努
力
は
し
て
い

る
も
の
の
、
集
客
力
も
見
込
め
な
い
た
め

止
む
な
く
廃
止
と
な
っ
た
次
第
で
す
。
 

青
木
　
お
年
寄
り
や
車
の
な
い
方
々
に
と

っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。
 

総
務
企
画
部
長
　
市
地
域
交
通
協
議
会
に

て
対
策
に
つ
い
て
は
協
議
中
で
す
。
 

今
後
は
交
通
不
便
地
域
に
つ
い
て
は
、
特

に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
社
会
実
験
を
通

じ
て
、
対
策
を
講
じ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

又
、
循
環
バ
ス
の
路
線
や
時
間
等
に
つ
い

て
も
協
議
し
ま
す
。
 

   青
木
　
合
志
の
図
書
館
で
は
私
物
を
持
ち

込
ん
で
の
学
習
（
勉
強
）
は
出
来
な
い
と

聞
く
が
事
実
か
。（
特
に
中
・
高
校
生
の

受
験
勉
強
や
宿
題
等
）
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
事
実
で
す
。
図

書
館
法
第
２
条
に
依
り
「
図
書
館
」
と
は

図
書
、
記
録
、
資
料
を
収
集
し
、
整
理
す

る
所
で
あ
る
た
め
で
す
。
又
、
机
、
椅
子

等
の
ス
ペ
ー
ス
も
狭
く
、
お
客
様
の
苦
情

も
あ
る
た
め
で
す
。
 

青
木
　「
図
書
館
」
法
第
３
条
に
は
学
校

教
育
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ

る
が
、
順
法
精
神
に
反
し
て
い
な
い
か
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
法
律
に
反
し
て

は
い
ま
せ
ん
。
合
志
市
立
図
書
館
条
例
に

依
り
、
勉
強
に
つ
い
て
は
お
断
り
し
て
い

ま
す
。
 

青
木
　
勉
強
も
出
来
る
図
書
館
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。
 

市
長
　
図
書
館
協
議
会
な
ど
と
協
議
の
上
、

検
討
し
ま
す
。
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木
村
　
圃
場
事
業
整
備
の
同
意
が
約
８５
％

で
あ
っ
た
が
、
目
標
と
す
る
９５
％
以
上
の

同
意
が
取
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現

状
認
識
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。
 

産
業
振
興
部
長
　
Ｈ
２１
年
度
の
新
規
採
択

を
目
指
し
た
が
、
６
月
の
時
点
で
９０
％
で

あ
っ
た
た
め
申
請
を
見
合
わ
せ
た
。
９０
％

同
意
の
通
り
意
欲
は
高
い
と
感
じ
て
い
る
。
 

　
市
と
し
て
も
、
引
き
続
き
推
進
委
員
の

方
々
と
推
進
し
、
又
「
合
生
地
区
元
気
な

地
域
づ
く
り
計

画
書
」
に
基
づ

き
検
討
し
た
い
。
 

市
長
　
是
非
完

成
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、

複
雑
な
状
況
で

あ
る
と
思
う
。

今
後
と
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
努

力
し
た
い
。
 

  木
村
　
硝
酸
性
窒
素
濃
度
が
問
題
化
し
て

お
り
、
農
業
生
産
と
水
質
保
全
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
く
の
が
難
し
い
と
思
う
が
。
 

市
民
部
長
　
県
の
削
減
計
画
に
基
づ
き
、

産
業
振
興
部
と
連
携
し
、
目
標
を
持
っ
て

措
置
し
て
い
き
た
い
。
 

産
業
振
興
部
長
　
圃
場
の
土
壌
分
析
、
過

剰
な
化
学
肥
料
施
肥
の
抑
制
等
を
行
い
、

各
種
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
耕
畜
連
携
の

更
な
る
推
進
を
図
り
、
環
境
保
全
型
農
業

に
努
め
た
い
。
 

  木
村
　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
に
よ
り
独
身
男
女
に
自

然
な
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
結
婚
の
き

っ
か
け
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
共
に
、
社

会
全
体
で
そ
の
機
運
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。
 

産
業
振
興
部
長
　
全
庁
的
な
取
り
組
み
が

必
要
と
感
じ
る
。
旧
町
時
代
、
農
業
後
継

者
を
対
象
と
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
た
。

現
在
、
青
年
農
業
者
ク
ラ
ブ
も
あ
り
検
討

し
た
い
。
 

市
長
　
少
子
化
問
題
は
、
合
志
市
で
も
課

題
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
行
政
と
し
て
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
面
も
あ
り
、
難
し
い
点
が
あ
る
と
思

う
が
、
検
討
し
た
い
。
 

 

 来
海
　
開
発
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
？
 

産
業
振
興
部
長
　
商
工
振
興
の
立
場
か
ら
、

市
に
は
中
心
市
街
地
と
呼
べ
る
商
店
街
も

な
く
、
大
規
模
商
業
施
設
は
市
内
の
消
費

拡
大
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
法
の

壁
が
あ
る
が
、
開
発
可
能
で
あ
れ
ば
、
商

工
振
興
・
雇
用
促
進
・
地
産
地
消
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

収
入
役
　
農
政
に
長
く
い
た
が
、
法
的
に

は
無
理
だ
ろ
う
。
現
在
の
合
志
庁
舎
建
設

の
際
、
県
と
協
議
し
、
こ
の
地
域
は
優
良

農
地
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
開
発
エ
リ
ア
は

拡
大
で
き
な
い
と
い
う
覚
書
を
交
わ
し
た
。
 

副
市
長
　
７
月
に
県
に
「
市
の
庁
舎
周
辺

ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
説
明
し
考
え
を
聞

き
、
９
月
に
は
担
当
課
が
県
と
協
議
し
た
。

今
ま
で
９０
　
と
か
飛
び
地
の
５０
 
と
か
言

わ
れ
て
い
た
が
、
既
成
市
街
地
と
い
う
概

念
が
あ
れ
ば
、
２０
 
で
も
開
発
の
可
能
性

が
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
た
だ
、
市
の
強
い
意

志
が
な
い
と
、
法
の
ク
リ
ア
ー
は
で
き
な

い
。
県
か
ら
も
、
市
の
意
志
が
見
え
な
い

と
指
摘
を
受
け
た
。
 

来
海
　
庁
舎
前
開
発
は
、
市
に
と
っ
て
必

要
な
開
発
な
の
か
？
 

市
長
　
大
型
商
業
施
設
は
、
市
の
振
興
に

役
立
つ
。
一
方
で
は
農
地
の
保
存
の
観
点

も
あ
り
、
市
民
の
意
見
も
両
論
あ
る
。
民

間
開
発
で
実
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
が

担
う
部
分
は
や
る
が
、
公
的
資
金
を
多
額

に
投
入
す
べ
き
で
は
な
い
。
 

来
海
　
区
画
整
理
事
業
で
２０
 
以
上
の
飛

び
地
開
発
が
可
能
か
？
 

都
市
建
設
部
長
　
飛
び
地
市
街
地
で
あ
り

５０
 
以
上
の
事
業
区
域
が
必
要
で
あ
り
、

地
権
者
の
賛
同
が
条
件
。
区
域
全
員
の
賛

同
を
持
っ
て
、
事
業
計
画
書
や
資
金
計
画

を
作
成
す
れ
ば
県
や
国
と
の
協
議
は
可
能
。
 

来
海
　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え
を
伺

っ
た
が
、
考
え

は
ば
ら
ば
ら
。

議
会
終
了
後
に

意
志
の
統
一
を

図
る
の
か
？
 

市
長
　
そ
う
い

う
検
討
会
を
行

い
た
い
。
 

 

開発計画のある合志庁舎前風景 

合生地区 

防犯パトロール 

       尾
方
　
自
治
会
管
理
外
の
防
犯
灯
の
設
置
、

地
域
の
防
犯
対
応
に
対
す
る
支
援
、
警
察

と
の
連
帯
、
住
民
・
子
ど
も
へ
の
防
犯
情

報
の
提
供
と
相
談
、
等
行
政
の
役
割
が
出

来
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

総
務
企
画
部
長
　
防
犯
灯
は
国
県
道
、
通

学
路
に
対
し
て
要
望
が
あ
る
場
所
に
設
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
支
援
に
は
巡
回
に
必
要
な
用
具
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
又
、
警
察
、
学
校
の
連

携
に
つ
い
て
協
議
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
 

  尾
方
　
歩
道
設
置
は
平
成
２２
年
度
ま
で
に

１
０
０
％
の
目
標
設
定
、
又
危
険
箇
所
へ

の
苦
情
解
決
に
は
平
成
２２
年
に
は
８０
％
の

対
応
率
を
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
達
成
で

き
る
か
伺
う
。
 

都
市
建
設
部
長
　
歩
道
設
置
の
目
標
値
又

危
険
箇
所
へ
の
目
標
値
に
つ
い
て
も
達
成

に
向
け
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
は
県
内

の
交
通
事
故
発
生
が
ワ
ー
ス
ト
上
位
に
入

っ
て
い
る
た
め
、
平
成
２２
年
に
は
脱
却
を

図
り
ま
す
。
 

  尾
方
　
市
道
・
農
道
と
の
境
界
確
定
及
び

名
義
変
更
が
未
処
理
の
ま
ま
で
苦
情
が
多

い
様
だ
が
何
が
原
因
な
の
か
。
 

市
長
　
昭
和
４０
年
代
の
国
土
調
査
は
技
術

上
の
問
題
で
ミ
ス
が
多
い
と
認
識
し
て
い

る
。
市
全
体
の
修
正
に
つ
い
て
財
政
上
で

き
な
い
が
、
部
分
部
分
に
問
題
箇
所
か
ら

解
消
し
て
い
き
た
い
。
 

  尾
方
　
未
来
輝
く
産
業
、
定
住
拠
点
都
市

構
想
が
平
成
２０
年
度
目
標
設
定
さ
れ
て
い

る
が
実
現
可
能
か
。
 

都
市
建
設
部
長

　
市
の
総
合
計

画
の
目
標
達
成

に
向
け
財
政
を

考
慮
し
、
実
現

で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
 

西合志図書館 


